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平成27年12月28日（月）　　　司会：慶長　孝太　　　記録：佐々木　弘子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・12/28(月)29(火)30(水)16:00～17:00病院2F会議室にて電話対応マナー研修あり。各自、自分の研修日を確認し、メモ･筆記用具を持参し出席すること。

・12/30(水)納会17:15～17:50懇談会17:50～18:40　場所:メンタルケア3F会議室･ホール。
・H28年1/4(月)病院行事　書初め大会　場所：集会室　お題：『人』『ひと』

※勤務の都合にて当日集会室で行えないスタッフは12月23日(火)～31日(火)までに、庶務室前廊下に準備してあるので、帰宅前又は休憩時間等に書くこと。
＜青明舎利用者様情報＞
・北村　奈美様～12/22(火)本人より電話あり、「ネット通販の悪質業者に引っかかったかもしれない」と話し、2週間前に福岡県の業者より商品（内容は言えない1万円程のもの）を購入したとのこと。本日が支払い期限となっていたが、まだ支払いはしておらず、返品したいと思って朝の8時に返品希望のメールを送った。商品も販売元へ今日返品し、24日に届く予定となっている。しかし、業者より15時にメールがあり、「返品は出来ない。」とのこと。商品によっては、直接肌に触れるものであれば、返品出来ないものもあったり、商品購入の際の規約にもよる為、消費者センターへ相談することが一番である旨説明している。12/26(土)悪徳業者に引っ掛かったことを入院している友人にメールした所、『怖い』と言われたとのこと。友人が何を思って怖いと言ったのかが分からないと話し、何故かとスタッフへ聞いている。架空請求や振り込め詐欺等の危険性があるから、そのように言った可能性もあるのではと考えを提示している。八戸市役所（消費者センター）は連絡し、悪徳業者の連絡先は着信拒否設定したため、安心であるが、自宅にヤクザみたいな輩が来ることはあるのかと尋ねている。また、悪徳業者の件でまだ不安な店等あれば、再度消費者センターへ連絡することも必要であること伝えている。

・高柳　和子様～12/23(水)定期訪問実施。12月始めに変薬があり、それが原因か或いは季節的に寂しい時期を迎えたからか、「夜になると寂しくなる」とのこと。年末年始は実家に帰らず、何処にも出掛ける予定はなく、自室で好きに過ごすとのことで、青明舎の行事に誘ってみたが断っている。不穏時にオンコール利用するよう促すと「悪いと思って」と遠慮しており、本人の話しを聞く為にあるものだから利用するよう話している。

・大久保恒夫様～12/26(土)定期訪問実施。体調は問題なく良好とのこと。食事や睡眠も大丈夫とのこと。レシート確認し、食費等が殆どである。12/24、25は寿司やピザを注文し、沢山食べたと話される。遣り繰りは何とか出来ているとのことで、大丈夫と話される。その他生活面で困っていることはないとのこと。
・大久保律子様～12/26(土)定期訪問実施。少し前から食欲があまりないことや右眼の不調を訴えている。食事は、ご飯を食べると吐き気がするという。本日はお茶漬けとバナナ1本摂取したとのこと。右眼は、本日の朝から眼がかすむとのことで、人の顔などは鮮明だが、文字がぼやけて見えると話される。本人曰く、もしかしたら麦茶の飲みすぎかもしれないと話される。夜就寝し、途中で起きた際に、毎日麦茶6ℓ程飲んでしまうという。薬の副作用と喫煙による口渇が原因だとのこと。上記症状について、早めに主治医へ相談したり眼科受診をした方が良いと思われることを伝えている。恒夫様には多飲水行為については、怒られる為言ってはいないが、既に知られていると話す。本人、様子を見て症状が改善されないようであれば受診等行っていくと話している。
＜グループホーム入居者様情報＞

・坂本　健治様～12/31(木)10:00～1/4(月)15:00まで自宅に外泊するとのこと。最近はリスパダールは服用されていないとのこと。
・藤村　翔　様～12/30(水)17:00～1/3(日)19:00まで自宅に外泊するとのこと。12/26(金)両親とグループホーム内で食事やケーキ等を食べたと笑顔で話されている。
・繁名　和恵様～1/22(金)父親の命日でデイケア欠席予定。
・村上　元道様～以前デイケアからの情報で、ナイトケアの八木橋様と酒を飲む話しをしていたとの情報を受け、年末年始の予定について世話人が確認。本人は、予定は実家に帰るだけと話しており、上記について話すことはない。
・淡路智恵子様～12/26(土)訪問時、昨日あおぞらの階段で上っている時に転倒し、右手をついて転倒したと話している。右手が痛くなると思ったが痛くなったのは左足第1指とのこと。その他、下肢や腰部に痛みは無いとのこと。
・古舘　ヨリ様～12/26(土)特定相談支援事業所の森川氏とモニタリング実施。血糖値についてH27年度から空腹時でも200～300となっている。森川氏より、血糖値が心配な為、今後受診時に血糖値を測定していく予定としているが、他科受診も検討している。決まり次第世話人より連絡するとのこと。
・関　秀治　様～12/30(木)13：00～1/4(月)8：00まで自宅に外泊するとのこと。
・中村　茂　様～先週金曜日の日誌情報（自室に鍵をかけているが、「部屋においてあるお菓子が誰かに食べられている」。勘違いの可能性は無いかという問いには、「鍵はかけているし、食べた痕の袋が残っている」。グループホームの世話人には報告しているとの内容。）について、世話人はそのような報告受けておらず、訪問時は下肢の不調を話すことが殆どだったとのこと。デイナイトスタッフより、秋田(親戚)から送ってきたお菓子であると本人が話されていた情報を伝え、世話人からも訪問時に状況を確認してみることとしている。
＜利用者様情報＞
・冨田　紀子様～ほぼ毎週月曜日に郵便局・銀行・私用等の理由でデイケアを欠席している状況である。本人と今後の利用について面談をし、担当医へも自身で相談され、担当医も了承。1月より利用日は、火・水・金曜日に変更なる。
・千葉　輝夫様～青陽館を利用され5ヶ月。青陽館の環境や一日のスケジュールにも慣れてきている様子が見られているが、場所やその時々の行動、物事等を忘れてしまうことがあり、スタッフの介入や見守りは必要。しかし、本人の表情や発言から、たくさんのスタッフの関わりにより、戸惑いや混乱が生じているのではないかと思われる。その為、本人が混乱せず負担の掛からないように、今後は対応スタッフを固定して関わっていく。担当スタッフ(工藤)は、どのような場面でどういった対応を行っていくか早急に決め、来月より対応が出来るようにお願いします。

（対応スタッフ：工藤　　工藤不在時：佐々木）

＜外来情報＞

・特記なし
カンファレンスシート（　関川　彰　様）

実施日：H27年12月28日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：會津・油津

検討内容目標計画の再検討

	氏名
	関川　彰様
	性別
	男
	年齢
	43
	生年月日
	昭和47年3月29日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	糖尿病、急性膵炎、脂質代謝異常症、高尿酸血症

	本人希望
	断酒を継続したい。
事故処理が終わったら仕事したい。

	入院歴
	計3回（最終：平成27年9月2日～　平成27年 12月1日）

	通所歴
	1回目

※今回：平成27年12月2日～現在　　（週2回/水・金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション「五福」（月曜日）
断酒会（八戸市立市民病院・毎週火曜日午前中）
ＡＡ（田面木公民館・毎週水曜日夜）

	住居：自宅
	家族構成　












	利用制度
	自立支援医療　受給中

	備考：


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、就労を目指す。
	①再飲酒しない。


	①再飲酒しないために不安やストレスをスタッフに相談する。
	①不安やストレスがある際にはスタッフに相談する。スタッフは不安やストレスの確認を行う。また、生活状況を確認し、必要に応じて助言する。

	
	②身体リハビリテーションを継続して行い、身体機能の維持・向上を図る。
	②身体機能の維持・向上するため、自主的に運動を行う。
	②運動プログラムに参加し、また時間を見つけて病院から教わったリハビリメニューを実施する。スタッフは運動状況を確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①再飲酒しないために不安やストレスをスタッフに相談する。


	・本人から相談することは少ない。困っていることを確認すると、現在は兄が亡くなった後の事故の処理など、しなければいけないことが多く頭の中の整理が大変であると話している。12月下旬に市役所に行き、事故の書類を書き始めると話しており、徐々に進めているとのこと。困ったことがあるときには相談するよう伝えている。

・飲酒欲求ついては、抗酒剤の効果もありそわそわしないとのことで、断酒は継続できていると話している。断酒会やAAに積極的に参加しており「同じ悩みのある人と話す時間は必要ですよね。情報交換したり…」と話している。

・就労については介護施設での就労を希望し、交通事故の処理が終わり次第、就職活動を進めていきたと希望している。
	就労経験はあり、今後仕事をする上で断酒の継続は理解されている。不安やストレスが飲酒のきっかけとなっているのか本人と面談し、目標・治療計画を再検討する。

	②身体機能の維持・向上するため、自主的に運動を行う。
	・エアロビにも参加しており、エアロビを開始して間もない為ぎこちなさや動きが小さい時はあるが最後まで取り組まれている。

・個人での取り組みとして、近隣の運動公園体育館での運動をすることにしているとのことで「まだ1回しか行っていないです」と話している。
	身体リハビリテーションについて評価を行う。本人のレベルに合わせて行えるような取り組みを検討し、目標・計画の見直しを行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、就労を目指す。
	①再飲酒しない。


	①再飲酒しないために不安やストレスをスタッフに相談する。
	①不安やストレスがある際にはスタッフに相談する。スタッフは不安やストレスの確認を行う。また、生活状況を確認し、必要に応じて助言する。

	
	②身体リハビリテーションを継続して行い、身体機能の維持・向上を図る。
	②身体機能の維持・向上するため、自主的に運動を行う。
	②運動プログラムに参加し、また時間を見つけて病院から教わったリハビリメニューを実施する。スタッフは運動状況を確認する。


本人と面談実施後、目標、治療計画を再設定していく。

